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はじめに

　本書を手にとっていただいた皆さんの多くは、都市計画担当になって
間もない人や都市計画実務の初歩を学んでみたい人かと思います。
　おそらく皆さんは、都市計画に対して、都市の将来を計画するという
壮大さや魅力を感じる一方で、とっつきにくい印象も持っているのでは
ないでしょうか。
　都市計画を専門的に学んできた人はあまり多くないと思います。入庁
を機に、そのまちに移り住むことになったため、土地勘がなく、町名す
らわからない人もいるでしょう。また、近年では職場内外でのコミュニ
ケーションが減り、気軽に上司や同僚から実務のノウハウを教わる機会
がないという人もいるかもしれません。
　私は、都市計画担当になったばかりで不安を抱いている人から、よく
こんな質問を受けます。

「都市計画を学んだことのない私が理解できるようになりますか？」
「私が住んだことのない都市の都市計画ができるのでしょうか？」
「都市計画の実務について何から学んだらよいのでしょうか？」

　これらの質問に対して私は、「最初はわからなくて当たり前です。全
く問題ありません」と答えています。
　なぜなら、私も住んだことのない群馬県伊勢崎市へ 20 年前に引越し、
自治体の都市計画担当になったとき、これら全ての疑問を同時に抱いて
いたからです。当時は、私も都市計画が何もわからず途方に暮れました。

　しかし、よく考えてみると、私たちは朝起きてから夜寝るまで、都市
計画と無縁な日はほとんどなく、都市計画は私たちの日常生活と密接に
関係しています。私たちが休日に外出すれば、都市計画公園や駅前広場
に行くことがあるでしょう。平日に車で通勤すれば都市計画道路を利用
し、電車で通勤すれば鉄道を利用するでしょう。中心市街地に行けば、
区画が整理された美しい街並みを見ることができますし、商業地域での
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買物を楽しむこともできるでしょう。
　これらは、都市計画担当が都市の点、線、面を計画し、整備してきた
成果の一部であり、その成果を多くの人が日常的に利用しているのです。
　少しだけ見方を変えれば、都市計画は私たちにとって身近なものであ
り、私たちは知らず知らずのうちに都市計画を日々学んでいるのです。

　一方で、都市計画担当の職場に目を向ければ、技術系と事務系の職員
が一丸となって働いているという大きな特徴があります。
　これまでに各職員が培ってきたキャリアは全く異なるでしょうし、お
互いの得意分野にも大きな差があるかと思います。
　このような職場では、各職員の特徴を最大限に活かして、お互いに学
び合いながら目標を達成することができる大きな充実感があります。
　工事監理や用地買収を担当することが多い技術系職員、条例制定や予
算措置を担当することが多い事務系職員、どちらも非常に重要な仕事で
すし、お互いに学び合うことで知識や経験にも深みが増すのです。

　本書は、都市計画担当になった人ならば一度は感じてきた疑問や課題
の解決に役立つ実務的なノウハウをたくさん盛り込みました。
　より専門的な理解を深めたい人のためには、巻末に参考文献・ブック
ガイドを掲載しましたので、ぜひそちらの専門的な書籍等もご覧いただ
ければと思います。
　皆さんが担当する都市計画は、都市の魅力を創造することができる、
大きなやりがいを感じることができる実務に満ちています。
　本書が、皆さんにとって心強い「実務の味方」になれば幸いです。

　令和 4年 3月
 橋本　隆
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凡　　例

〈法令名の略記〉
　本書の内容現在は、原則として令和４年４月１日です。
　本文や図表では、下記の法令を略記していることがあります。

　都市計画法　……　法
　都市計画法施行令　……　法施行令
　都市計画法施行規則　……　法施行規則
　例）都市計画法第 17 条第 1項　→　法 17 条 1 項

　また、法令条文中、重要な箇所について強調（太字）にしていること
があります（すべて著者による）。

〈専門用語の略記〉
　読みやすさを考慮し、下記の用語については通称で記しています。

　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画法 6条の 2）
　……　都市計画区域マスタープラン

　市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市計画法 18 条の 2）
　……　都市計画マスタープラン
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▶▶都市計画担当の仕事とは
　都市計画担当の所属部署の名称は、自治体によって違いがあります。
都市計画の名称をそのまま用いた「都市計画課」のほか、「都市整備課」
や「都市政策課」などがあります。
　このように、自治体によって所属部署の名称が異なることから、都市
計画担当の事務分掌も若干異なっているようです。これは、その自治体
の事務量や人員配置等によって、ある事務を他の部署に配分していたり、
逆に密接に関係する事務を分掌していたりすることによります。いずれ
にしても、都市計画担当は、その都市の将来を計画するにあたり、関連
する広い知識や経験を習得することになります。
　そこでまず、「都市計画担当になったらまずはココを押さえるべき！」
という、とても重要な 5つの仕事の概要をお伝えします。本書では、こ
れらを各章に割り振ってノウハウを紹介しますが、まずは①都市計画決
定、②土地利用、③都市施設、④市街地開発事業、⑤景観形成について、
概要を順に説明しましょう。

▶▶都市計画決定
　都市計画は、決定することによって、その後の規制・誘導を図ったり、
事業認可を受けたりすることができます。
　その都市計画では、主に②土地利用、③都市施設、④市街地開発事業
についての計画を決定し、これによる規制・誘導や都市基盤整備が行わ
れます。つまり、都市計画は必要な手続を経て決定され、その決定に基

11 ◎…都市計画担当の 
仕事って？
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づいて規制したり、事業化していく流れになります。
　この都市計画決定の手続については、決定権者によって若干異なるの
で注意が必要です。また、都市計画決定の手続に併せて、条例を新規に
制定したり、条例を一部改正したりしなければならない場合があるため、
根拠法令をよく調べておきましょう。特に、罰則付きの条例に関する新
規制定や一部改正については、検察庁への協議を要するため、関連手続
を踏まえたスケジュールを考えておく必要があります。

▶▶土地利用
　土地利用の計画は、地形・地物（道路や河川）や行政界（行政区画）
等の範囲に合わせて定められています。
　大きな分類としては、その都市の中にある都市計画区域が線引き都市
計画区域か非線引き都市計画区域であるかを定める「区域区分」という
制度があります。区域区分され、市街化区域と市街化調整区域がある都
市計画区域が線引き都市計画区域です。逆に、区域区分されていない都

図表 1　土地利用計画のイメージ

線引き都市計画区域

非線引き都市計画区域

都市計画区域

都市計画区域外

用途地域

準都市計画区域

市街化
調整区域

市街化区域


